
ア
ナ
l

ア
ハ

地
名
は
是
等
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
と
い
ふ
が
、
信

ず
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。

ア
ナ

εヅ
ホ
穴
水
俣
承
久
三
年
注
進
の
能
菅

岡
田
撤
回
録
に
は
、
鹿
島
郡
に
『
大
屋
庄
内
穴
水
保
、

四
十
九
町
一
段
七
、
文
治
九
年
主
務
朕
』
と
あ
る
。

こ
L
に
い
ふ
穴
水
保
は
、
後
世
の
鳳
歪
郡
穴
水
附
廷

で
あ
ら
う
。

ア
ナ
ミ
ヅ
マ
チ
穴
水
町
金
揮
の
町
名
で
、
一

番
了
か
ら
五
番
丁
ま
で
あ
る
。
元
は
長
氏
の
下
屋
政

の
内
で
、
上
家
中
と
呼
ん
だ
地
で
あ
る
が
、
明
治
四

年
四
周
戸
籍
編
成
の
際
こ
の
町
名
を
立
て
た
。
長
氏

の
組
先
が
鳳
至
郡
穴
水
に
爵
て
繁
策
し
た
か
ら
、
そ

れ
に
因
ん
だ
の
で
あ
る
。

ア
ナ
ム
シ
ガ
川
口
穴
虫
川
江
沼
郡
大
理
寺
領
生

水
ヶ
谷
か
ら
出
で
、
城
下
の
穴
虫
か
ら
関
町
に
歪

り
、
越
前
町
の
北
を
流
れ
、
中
町
の
西
に
至
っ
て
北

に
統
れ
、
熊
坂
川
に
注
ぐ
。

ア
ネ
ザ
キ
カ
ン
Z

宅
ン
掛
埼
勘
右
衛
門
前
田

利
家
の
臣
で
、
府
中
衆
と
い
は
れ
る
も
の
L

一
人
で

あ
る
。ア

ネ
ザ
キ
ゴ
ザ
Z
モ
ン
妨
崎

E
左
衛
門
養
父

貞
右
衛
門
武
鑓
の
様
百
石
を
襲
ぎ
、
御
持
弓
足
騒
指

南
役
と
な
り
、
後
五
十
石
を
増
し
、
交
政
十
一
年
十

一
一
周
サ
四
日
致
仕
し
て
如
休
と
銃
し
、
料
十
五
人
扶

持
を
受
け
、
天
保
五
年
夜
し
た
。

ア
ネ
ザ
キ
シ
ロ
ザ
Z

号
ン
妨
崎
岡
部
左
衛
門

尾
張
荒
子
に
於
い
て
前
田
利
家
に
仕
へ
、
子
孫
相
緯

い
で
務
に
仕
へ
た
。

ア
ハ
ガ
サ
キ
，
薬
ヶ
崎
石
川
郡
鞍
周
庄
に
臨
す

る
部
落
。
源
平
鹿
蜜
記
欝
永
二
年
の
僚
に
見
え
る
青

崎
で
、
延
賓
の
鎗
聞
に
橋
粟
ヶ
崎
と
あ
る
。
元
稼
十

五
年
橋
粟
ヶ
崎
を
改
め
て
粟
ヶ
崎
と
し
た
。
こ
L
か

ら
河
北
郡
向
粟
ヶ
崎
・
大
根
布
等
の
諸
村
を
遭
遇
し

て
、
建
に
能
奄
街
道
に
述
絡
す
る
o
m
m政
時
代
の
富

諜
木
屋
藤
右
衛
門
は
、
こ
の
橋
梁
ヶ
椅
の
住
人
で
あ

っ
た
0

.

ア
ハ
ガ
ザ
キ
オ
ウ
カ
ン
栗
ゲ
崎
径
還
金
縛
か

ら
浅
野
川
の
左
岸
に
添
う
て
、
石
川
郡
架
ヶ
崎
に
赴

〈
遭
絡
を
い
ふ
。
そ
の
堤
防
に
は
槻
強
木
を
植
ゑ
、

下
草
に
笹
を
付
け
で
あ
っ
た
が
、
今
は
昔
の
悌
を
見

ぬ
0

・
ア
ハ
ガ
サ
キ
ガ
タ
粟
ヶ
崎
潟
河
北
潟
の
流
末

で
、
石
川
郡
巣
ヶ
崎
村
容
b
の
所
を
い
ふ
の
で
あ
る

が
、
金
・
揮
で
は
河
北
潟
全
部
の
窓
に
用
ひ
る
こ
と
も

あ
る
。ア

ハ
ガ
ザ
キ
ガ
ハ
粟
ヶ
崎
川
↓
オ
ホ
ノ
ガ
ハ

大
野
川
。

ア
ハ
ガ
サ
キ
テ
イ
慕
ク
崎
事
石
川
郡
架
タ
崎
に

在
っ
て
、
寛
文
十
年
前
回
綱
紀
の
築
造
せ
し
め
た
腕

で
あ
り
、
木
下
限
庵
・
平
岩
仙
桂
等
を
召
し
て
雅
曾

を
開
い
た
こ
と
も
あ
る
。
『
百
尺
凌
v

雲
碧
玉
模
。
蒼

・波槌
v
影
鏡
中
流
。
脅
機
敏
流
江
天
色
。
織
出
程
前

錦
樹
秋
。
』
と
い
ふ
の
も
綱
紀
の
こ
L
で
の
作
で
あ

る
。
亭
の
大
き
さ
八
十
億
坪
、
別
に
陸
部
屋
・
番
厨
等

が
あ
り
、
そ
の
外
閤
東
南
四
十
問
、
西
南
六
十
閥
、

西
北
・
東
北
五
十
閲
惨
を
有
し
、
前
に
古
川
・
新
川
の

二
橋
が
あ
っ
た
。
貞
享
元
年
に
は
ま
た
列
松
を
植
ゑ

し
め
、
文
化
十
一
年
に
は
境
践
を
蛾
大
す
る
等
の
こ

と
が
あ
る
。
一
に
粟
ヶ
瞬
御
按
屋
と
も
呼
ば
れ
て
ゐ

た。
ア
ハ
ガ
ザ
キ
バ
シ
粟
ヶ
崎
橋
河
北
潟
の
下
流
、

石
川
郡
粟
ヶ
崎
と
北
聞
の
聞
に
架
す
る
。
義
経
記
に
、

『
か
ど
の
園
宮
腰
に
出
で
、
大
野
の
渡
じ
給
ひ
て
、

あ
を
が
さ
き
の
掃
を
こ
え
て
云
々
。
』
と
あ
る
。
あ
を

が
さ
き
は
後
の
粟
グ
崎
で
あ
る
が
、
今
の
大
野
川
の

水
服
で
は
、
潰
街
道
を
行
く
に
粟
ヶ
崎
の
橋
を
超
え

る
必
要
は
な
い
。
思
ふ
に
義
経
記
の
考
へ
塗
で
あ
ら

o
 

，町，
ア
ハ
ガ
サ
キ
ハ
チ
マ
ン
グ
ウ
慕
ヶ
崎
八
幡
宮

石
川
郡
梨
ヶ
崎
に
鎮
座
す
る
。
枇
短
に
明
徳
二
年
勤

務
。
寛
文
十
年
こ
L
に
務
侯
の
御
依
屋
が
笹
ま
れ
た

時
、
そ
の
屋
敏
と
な
っ
た
震
一
町
許
傍
に
移
さ
れ
、

祉
殿
・
烏
腐
を
建
て
、
苗
松
二
百
椋
を
植
付
け
ら
れ

た
と
あ
る
。

ア
ハ
ガ
ザ
キ
ミ
チ
ノ
キ
粟
ヶ
蝿
準
記
一
加
。

前
回
璽
舗
が
向
原
子
で
あ
っ
た
時
、
.
寛
延
元
年
六
周

十
八
日
兄
震
照
の
制
捜
ヶ
崎
出
港
に
従
う
た
紀
行
で
、

話
時
彊
鵡
は
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

ア
ハ
ガ
ラ
バ
シ
粟
殻
橋
金
棒
橋
梁
記
に
、
『
粟

が
ら
橋
、
観
脅
町
入
口
也
』
と
あ
る
。
今
そ
の
名
が

な
い
。ア

ハ
グ
ラ
薬
務
凪
軍
部
下
町
野
郷
に
毘
す
る

部
帯
。
元
政
の
郷
村
名
義
抄
に
、
架
線
氏
の
百
姓
が

腐
る
か
ら
架
藤
村
と
い
ふ
と
あ
る
。

ア
ハ
グ
ラ
シ
ラ
ヤ
マ
シ
ヤ
慕
礎
白
山
一
昭
鳳
歪

郡
W
常
識
に
鎮
座
す
る
。
交
政
の
祉
税
援
に
は
白
山
知

大
明
紳
と
す
る
。
明
治
中
町
野
跡
祉
と
改
め
た
。

ア
ハ
グ
ラ
ノ
ヒ
ヨ
ノ
ジ
ヨ
ウ
悪
議
の
彦
丞
鳳

至
郡
梨
戴
の
人
。
天
正
中
畠
山
氏
の
諾
絡
の
請
を
容

れ
て
之
を
助
け
、
黒
郡
長
奥
市
景
漣
の
勢
力
に
反
抗

し
た
か
ら
、
前
回
利
家
入
闘
の
後
そ
の
功
を
質
せ
ら

れ
、
同
十
年
十
周
持
高
の
中
一
町
六
反
の
扶
助
を
受

け
た
。
次
い
で
十
一
年
九
昆
十
一
日
笛
村
縄
打
之
内

河
原
因
分
萱
町
六
反
大
十
五
歩
の
扶
持
に
改
め
ら

れ
、
十
六
年
九
月
晦
日
に
は
高
に
直
し
て
五
十
俵
と

し
、
奥
爾
郡
の
館
裁
許
に
任
じ
、
慶
長
九
年
十
村
役

と
な
っ
た
り
ま
た
彦
丞
の
長
子
彦
十
郎
は
別
に
利
家

に
召
出
さ
れ
、
知
行
百
四
十
俵
を
受
け
、
後
に
増
し

て
二
百
七
十
俵
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
以
て
次
男
が
家

ぺ
リ
i
J
白
骨

s
・a・帽4・1
1
1

-
ー‘・，、

を
繕
ぐ
筈
で
あ
っ
た
が
病
死
し
た
か
ら
、
利
家
は
彦

十
郎
に
般
を
賜
う
て
相
鏑
せ
し
め
た
。
一
一
一
代
彦
左
衛

門
・
四
代
彦
三
郎
相
受
け
、
常
に
十
村
の
職
を
奉
じ

た。
ア
ハ
タ
マ
ジ
ン
ジ
ヤ
栗
島
締
結
江
沼
郡
中
津

原
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
萄
位
記
に
、
『
粟
島
紳
枇
。

中
語
原
村
銀
座
。
祭
神
少
彦
名
命
。
沓
枇
也
。
』
と
あ

る
。
今
こ
の
地
に
粟
島
祉
が
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
ら

o
 

，HJ
 ア

ハ
ダ
シ
ン
ポ
票
田
新
保
石
川
郡
富
樫
庄
に

鹿
す
る
部
務
。
錨
尾
健
に
、
こ
の
村
に
ぬ
さ
か
け
松

と
い
ふ
古
木
の
あ
る
こ
と
を
載
せ
で
ゐ
る
。

ア
ハ
ヅ
粟
津
能
美
郡
粟
津
郷
に
臆
す
る
部

務
0

・
源
平
盛
衰
記
安
元
三
年
二
局
白
山
紳
興
援
の
僚

に
、
『
同
十
日
金
銀
宮
を
出
し
奉
て
あ
は
づ
へ
着
せ
給

ふ
。
』
と
見
え
る
。

ア
ハ
ヅ
粟
津
鳳
至
郡
出
良
に
臨
す
る
小
字
。

ア
ハ
ヅ
粟
津
珠
洲
郡
三
崎
郷
に
属
す
る
部
第
。

元
来
襲
棒
村
で
あ
っ
た
が
、
元
和
六
年
棟
地
の
際
甫

治
左
衛
門
と
い
ふ
肝
煎
が
家
名
を
村
名
と
寄
港
へ
た

震
に
爾
後
南
村
主
な
り
、
承
臆
二
年
村
御
印
下
賜
の

際
粟
津
村
に
復
し
た
。
然
る
に
正
保
・
寛
文
の
高
辻

慌
に
は
南
村
と
あ
っ
て
、
凡
べ
て
村
名
は
高
辻
帳
の

遁
に
調
ふ
べ
き
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
を
以
て
、
延

寅
三
年
以
来
南
村
と
し
、
元
捺
十
五
年
十
二
月
更
に

御
算
用
調
弱
か
ら
粟
海
村
と
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ

た
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
粟
・
樟
村
は
寺
家
村
綴
き
也
。

是
に
音
三
崎
穏
現
三
千
石
の
赴
領
の
時
に
在
り
し
大

宮
司
や
し
き
と
て
あ
b
。
叉
御
盟
諸
蹴
等
屋
鋪
の
内
に

あ
b
。
叉
琴
江
院
と
て
臨
梼
の
溜
宗
あ
り
。
露
地
見

物
也
o
』
と
あ
る
。

ゲ
ア
ハ
ヅ
オ
ン
セ
ン
粟
津
温
泉
能
美
郡
栗
禄
に

在
る
。
天
正
入
年
撰
の
蓮
如
物
語
に
、
『
蓮
如
上
人
の


